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４
月
か
ら「
公
設
民
営
バ
ス（
ぐ

る
っ
と
ま
つ
も
と
）」
平
田
・
村

井
線
の
運
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

平
田
・
村
井
線
は
J
R
平
田
駅

と
村
井
駅
を
結
ぶ
バ
ス
路
線
で
、

寿
方
面
回
り
（
右
回
り
）
と
芳
川

方
面
回
り
（
左
回
り
）
が
あ
り
ま

す
。
寿
地
区
に
は
寿
田
町
団
地
、

デ
リ
シ
ア
寿
豊
丘
店
、
寿
百
瀬
公

民
館
、
寿
公
民
館
、
地
蔵
堂
跡
、

寿
南
の
6
か
所
の
バ
ス
停
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

 　

寿
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会

は
、
交
通
弱
者
対
策
と
バ
ス
利
用

促
進
の
た
め
「
寿
に
新
し
く
バ
ス

が
走
り
ま
す
。」
啓
発
チ
ラ
シ
を

4
0
0
0
枚
作
成
し
、
関
係
す
る

町
会
に
配
付
・
P
R
活
動
を
進
め

て
い
ま
す
。

 

　

寿
公
民
館
と
寿
体
育
館
の
間
を

バ
ス
が
通
過
し
、
寿
公
民
館
正
面

玄
関
の
西
側
に
「
寿
公
民
館
」
バ

ス
停
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
寿

出
張
所
・
公
民
館
・
福
祉
ひ
ろ
ば

を
ご
利
用
の
際
に
バ
ス
の
ご
利
用

も
お
願
い
し
ま
す
。 

　

バ
ス
運
行
２
か
月
が
経
過
し
、

バ
ス
路
線
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご

要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
公
民
館

ま
で
お
寄
せ
願
い
ま
す
。

【
寿
公
民
館
】 　

今
年
度
も
地
区
の
皆
さ
ん
が
主

体
と
な
っ
て
様
々
な
行
事
や
事
業

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
法
的
な
位
置
付
け
が
５
類
に
移

行
し
、
対
策
の
緩
和
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
事
業
実
施
の
際
に
は

感
染
防
止
対
策
を
図
り
な
が
ら
、

出
来
る
こ
と
を
で
き
る
形
で
役
員

の
皆
さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

各
行
事
の
詳
細
に
つ
い
て
は

「
こ
と
ぶ
き
公
民
館
な
う
」
等
に

て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

●
7
月
2
日
㈰
第
76
回
球
技
大
会

●
9
月
2
日
㈯
第
16
回
子
連
れ
コ

　

ン
サ
ー
ト

●
9
月
13
日
㈬
第
12
回
福
祉
の
文

　

化
祭

●
10
月
3
日
㈫
ふ
れ
あ
い
会
食
会

●
10
月
15
日
㈰
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

　

テ
ィ
バ
ル
（
旧
住
民
運
動
会
）

●
10
月
28
日
㈯
第
35
回
史
跡
め
ぐ

　

り
●
10
月
29
日
㈰
防
災
訓
練
・
避
難

　

所
開
設
訓
練
（
寿
体
育
館
）

●
11
月
5
日
㈰
〜
10
日
㈮
第
46
回

　

文
化
祭

●
1
月
4
日
㈭
新
年
祝
賀
会

●
3
月
6
日
㈬
地
域
づ
く
り
を
語

　

る
会

【
寿
公
民
館
】

世帯数

人　口

6,210戸

13,825人

（令和5.5.1現在）

令
和
５
年
度
寿
地
区

主
要
事
業
日
程

寿
公
民
館
バ
ス
停
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

令
和
5
年
度
寿
公
民
館
関
係
役
員
・
職
員
紹
介

寿
公
民
館
運
営
委
員

委
員
長　

百
瀬　

泰
雄  

　
　
（
町
会
連
合
会
会
長
・
百
瀬
町
会
長
）　　

副
委
員
長　

多
田　

金
穗

　
　
（
町
内
公
民
館
長
会
会
長
・
上
瀬
黒
公
民
館
長
）　

会
　
　
計　

鈴
木　

喜
朗

　
　
（
町
会
連
合
会
会
計
・
下
瀬
黒
町
会
長
）　

委
　
　
員

伊
藤　

正
敬（
赤
木
町
会
長
）

青
木　

敏
和（
小
池
町
会
長
）　　

百
瀬　

記
行（
白
川
町
会
長
）

百
瀬　

寿
政（
白
姫
町
会
長
）　

小
澤　

隆
一（
上
瀬
黒
町
会
長
）

南
澤　

敦
子（
竹
渕
町
会
長
）　　

朝
比
奈
忠
男（
豊
町
町
会
長
）

若
林　

好
生（
寿
田
町
町
会
長
）　　
　
　

縣　
　

房
弘（
竹
原
町
町
会
長
）　

百
瀬　

一
利（
寿
田
川
町
会
長
）　　
　

青
木　

義
和（
赤
木
公
民
館
長
）　　
　
　
　

林　
　

利
雄（
小
池
公
民
館
長
）　　
　

野
尻
健
次
郎（
百
瀬
公
民
館
長
）

長
峰　

義
岳（
白
川
公
民
館
長
）　

古
畑　

準
一（
白
姫
公
民
館
長
）

塩
原　

秀
治（
下
瀬
黒
公
民
館
長
）　

山
邉　
　

猛（
竹
渕
公
民
館
長
）　

根
本　

富
雄（
豊
町
公
民
館
長
）　

三
好　

政
明（
寿
田
町
公
民
館
長
）　

宮
下　
　

貢（
竹
原
町
公
民
館
長
）　

清
水　

尚
孝（
寿
田
川
公
民
館
長
）　

濵　
　

俊
博（
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長
）　

大
池　

育
江（
主
任
児
童
委
員
）　　

竹
渕　

那
美（
主
任
児
童
委
員
）　　
　

清
水　

壽
雄（
館
報
編
集
委
員
長
）　

林　
　
　

啓（
体
育
委
員
長
）　　

大
井　

紘
子（
図
書
委
員
長
）

　

佐
藤　

忠
利（
視
聴
覚
委
員
長
）　　
　
　
　
　

　

中
山　

自
子（
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
会
長
）

　

横
瀬　

幸
康（
寿
ス
ポ
ー
ツ
協
会
理
事
長
）

　

宮
澤　

拓
也（
寿
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

　

町
田　

英
明（
寿
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
）　　

　

藤
原　
　

愛（
寿
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
）

　

三
橋　

理
恵（
並
柳
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
支
部
長
）

　

佐
藤
奈
々
子（
開
成
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
支
部
長
）

　

山
下　

治
夫（
寿
子
ど
も
会
育
成
会
会
長
）

　

御
子
柴　

宏（
寿
史
談
会
会
長
）

　

林　
　

純
一（
交
通
安
全
協
会
寿
支
部
長
）

　

原　
　

和
章（
消
防
一
六
分
団
長
）

　

入　
　

和
希（
村
井
・
寿
交
番
所
長
）

　

羽
田
野
千
帆（
寿
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長
）

　

福
嶌　

浩
明

　
　
（
寿
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長
補
佐
）

館
報
編
集
委
員

　

板
野　

寛
明（
赤
木
町
会
）　

　

清
水　

壽
雄（
小
池
町
会
）

　

小
池　

妙
子（
百
瀬
町
会
）

　

百
瀬　

清
司（
白
川
町
会
）

　

下
田　

淳
子（
白
姫
町
会
）

　

橋
倉　

理
恵（
上
瀬
黒
町
会
）

　

杉
浦　

澄
枝（
下
瀬
黒
町
会
）

　

上
平　

貴
明（
竹
渕
町
会
）

　

北
條
美
奈
子（
豊
町
町
会
）

　

林　
　

純
一（
寿
田
町
町
会
）

　

高
田　

江
美（
竹
原
町
町
会
）

　

久
保
田
友
之（
寿
田
川
町
会
）　

　
寿
公
民
館

　

公
民
館
長　
　
　

百
瀬　

康
雄　

　

公
民
館
主
事　
　

丸
山　

稜
雅

　

生
活
支
援
員　
　

古
條　
　

愛

　

公
民
館
併
任　
　

樋
口　

真
奈



松 本 市 公 民 館 報 【寿版】 2023（令和５）年　５　月　30　日（火） 第 369 号 ④
　

寿
田
町
公
民
館
の
土
曜
日
は
、

毎
月
一
回
、
大
勢
の
子
ど
も
の
笑

顔
と
歓
声
に
包
ま
れ
ま
す
。
寿
田

町
は
、
土
日
の
子
ど
も
の
居
場
所

が
な
い
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か

ら
、
平
成
29
年
4
月
、
松
本
市
の

「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
」

を
立
ち
上
げ
、「
居
場
所
」
の
名
称

を
子
ど
も
が
「
え
が
お
の
会
」
と

名
付
け
ま
し
た
。
発
足
か
ら
6
年
、

コロ
ナ
禍
で
事
業
の
自
粛
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

食
事
の
持
ち
帰
り
を
除
い
て
は
、
コ

ロ
ナ
前
に
戻
り
つつ
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
多
く
の
人
の
協
力
で

成
り
立
って
い
ま
す
。
主
役
の
子
ど

も
、
保
護
者
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、
町
会
、
民

生
児
童
委
員
、
育
成
会
、
食
事
づ

く
り
や
学
習
支
援
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
な
ど
で
す
。

　

学
習
支
援
で
は
指
導
と
い
う
よ

り
、
一
緒
に
な
って
考
え
る
こ
と
に

重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
長
期
休

業
の
時
は
、
早
め
に
集
中
し
て
宿

題
に
取
り
組
む
よ
う
連
続
三
日
の

学
習
日
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

生
活
体
験
で
は
、
じ
ゃ
が
い
も
や

さ
つ
ま
い
も
を
植
え
付
け
、
収
穫

物
を
カ
レ
ー
の
食
材
に
し
た
り
、

焼
き
芋
会
を
し
て
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
消
防
や
警
察
の
方
に
よ
る
防

災
や
防
犯
教
室
を
開
い
た
り
、
工

作
や
読
み
聞
か
せ
を
通
じ
て
伝
統

や
文
化
に
触
れ
た
り
、
夏
祭
り
や

三
九
郎
な
ど
四
季
折
々
の
行
事
に

参
加
、
今
は
青
山
様
や
ぼ
ん
ぼ
ん

の
復
活
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 　

食
事
提
供
は
子
ど
も
の
リ
ク
エ

ス
ト
を
聞
き
な
が
ら
、
物
価
高
騰

の
折
、
コ
ス
ト
を
か
け
ず
に
お
い
し

い
も
の
を
と
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し

て
提
供
し
て
い
ま
す
。
持
ち
帰
り

で
は
な
く
み
ん
な
で
食
卓
を
囲
む
こ

と
が
一
番
の
願
い
で
す
。

　

え
が
お
の
会
で
子
ど
も
の
世
界

が
拡
が
り
ま

し
た
。
子
ど

も
同
士
の

く
っ
た
く
の

な
い
会
話
、

思
い
や
り
、

や
さ
し
さ
、

大
人
の
世
界

に
は
な
い
も

の
で
す
。
え

が
お
の
会
が

背
骨
と
な

り
、
青
山
様

や
ぼ
ん
ぼ
ん

に
多
く
の
住

民
が
集
い
、

町
内
が
明
る
く
、
元
気
に
な
る
こ

と
を
願
って
い
ま
す
。

【
館
報
編
集
委
員　
　

林　

純 

一 

】
①
名
前
（
ひ
ら
が
な
）

②
誕
生
日

③
血
液
型

④
趣
味

⑤
好
き
な
食
べ
物

⑥
好
き
な
映
画　

⑦
好
き
な
動
物

⑧
将
来
の
夢
だった
も
の

⑨
座
右
の
銘　

⑩
一
言

 

①
た
か
や
ま　
ひ
ろ
き

②
9
月
13
日

③
Ｂ
型

④
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ゴルフ

⑤
寿
司

⑥
ス
ラ
ム
ダ
ン
ク

⑦
犬

⑧
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手

⑨
能
あ
る
鷹
は
爪
を
隠
す

⑩
寿
地
区
の
こ
と
は
勉
強
中
で
す

が
、
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

努
め
て
参
り
ま
す
。

 

①
よ
し
ざ
わ　

た
く

②
１１
月
２８
日

③
Ａ
型

④
庭
い
じ
り

⑤
カ
ニク
リ
ー
ムコロッ
ケ

⑥
シック
ス
セ
ンス

⑦
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パン
ダ

⑧
ロ
ー
ド
ロ
ー
ラ
ー
の
運
転
手

⑨
明
日
は
明
日
の
風
が
吹
く

⑩
前
回
と
は
別
の
立
場
で
皆
さ
ん

の
お
力
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

①
み
ぎ
た　
ふ
み
え

②
１
月
22
日

③
Ａ
型

④
ジ
ャニ
ー
ズ
推
し
事

⑤
か
ら
あ
げ

⑥
永
遠
の
０
（
ゼ
ロ
）

⑦
ネ
コ

⑧
お
よ
め
さ
ん
♡

⑨
まっいっか
〜

⑩
笑
顔
で
が
ん
ば
り
ま
す
☺

 

①
ま
る
や
ま　

り
ょ
う
が

②
6
月
29
日

③
Ｏ
型

④
筋
ト
レ

⑤
タ
ンパ
ク
質

⑥
キ
ン
グ
コン
グ

⑦
ゴ
リ
ラ

⑧
な
か
や
ま
き
ん
に
君

⑨
力
こ
そ
パ
ワ
ー

⑩
初
め
て
の
公
民
館
業
務
で
す
が
、

筋
肉
の
よ
う
に
痛
み
を
糧
に
成
長

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

わ
が
ま
ち「
え
が
お
の
会
」

４
月
か
ら
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
の
職
員
が
4
名
変
わ
り
ま
し
た
。

住
民
の
皆
様
に
元
気
を
い
た
だ
き
な
が
ら
新
体
制
で
寿
地
区
を
支
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。※
併
せ
て
、
2
月
か
ら
配
属
の

職
員
も
ご
紹
介
し
ま
す
。

令
和
5
年
度
新
職
員
あ
い
さ
つ
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

令
和
5
年
度
新
職
員
あ
い
さ
つ
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

寿地区
地域づくりセンター
高山　裕輝

寿地区
地域づくりセンター
吉澤　拓

寿地区
地域づくりセンター
右田　郁江

寿公民館
丸山　稜雅


